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典礼神話学序説  
─ピンダロスと「勝利の歌」の射程─ 
 
秋山 学  
 
序．  
 ギリシア神話は豊かな英雄（半神）伝説の宝庫であるが，それらは，地域
的にはギリシア北部や小アジアを含む広い範囲に及ぶ一方，時代的にはおそ
らく，クレタ島のミノア文明からキュクラデス文明，そして本土のミュケネ
文明へと至る歴史の記憶と痕跡を留めるものである．このように地理的にも
歴史的にも広範囲に及ぶギリシア神話を，ある程度集約して把握し理解する
ためには，ある詩人ないし著作家を基準にするのが実質的であろう．  
 本稿では，抒情詩人ピンダロス（前 518－438）をこの基準として考えてみ
たい．ピンダロスの作品としては，オリュンピア（14 篇），ピュティア（12
篇），ネメア（11 篇），イストミア（8 篇）の各祝勝歌あわせて計 45 篇のほ
か，断片類が残されているが，これらの作品中には，極めて豊かな神話伝承
への言及が認められ，諸地域・諸時代に根差す神話世界が，彼の作品の随所
に広がっているためである．  
 ところで，筆者は通例わが国で語られる「西洋古典学」の枠組みではなく，
筆者の名称によれば「古典古代学」的なアプローチによって西洋古典文献万
般を扱うことを目指してきた．その理由は，特に古典ギリシア語文献の伝承
に関して，われわれはほとんど全面的にビザンティン時代の修道士たちに負
っているにもかかわらず，彼らの宗教上の寄与に目を注ぐことなく，テキス
トの字句のみに関わろうとする古典学のあり方には賛同しかねるためであ
る．ヨーロッパの古典文献学者たちであれば，多かれ少なかれキリスト教的
な伝統を負って古典学に携わっている上に，人文諸科学に携わる成員が多数
であり，かつ協働関係を維持してきたため，ふだんは神学に関わることのな
い古典文学の専門家がいても問題は生じない．しかし，そのような伝統もな
ければ，人文学と神学の協働意識も根づいていない地域において，上述の点
を看過したまま古典学に携わろうとすれば，それは極めて一面的なあり方に
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陥るだけではないだろうか．  
 筆者は，この点を自分なりに解決しようとして苦闘を重ねてきたが，最近
になってひとまず，「古典古代学」のための基盤となる方法論が見出せたよ
うに思う．手短かにそれを述べると，まず，聖書学の方法論の一つである「予
型論的解釈」が，新約を光源とし旧約を「予型」とする発想に立つことを規
準とする（秋山 2001）．そして（古典ギリシア語文献に限定して論ずるなら
ば），現在なお（訳文によるものも含めて）世界各地に執り行われているビザ
ンティン典礼（原文はギリシア語）の各種典礼文を，「終末論的到来者」すな
わち復活のキリストを寿ぐ「規範」epideixis，つまり光源として措定する（秋
山 2010）．そして古典ギリシア語諸文献を，その「規範」に到る「予型」的
な位置に置き，規範からの「照らし」をもってそれら古典の解釈に臨む，と
いう方法である（秋山 2019）．この際「終末論的到来者」は，終末における
のと同じ栄光を宇宙の原初においても保有しているため（ﾖﾊﾈ 1,1－1,3；17,5），
古典文献の解釈が，真なる「古代」自体の照らしのうちに遂行されうる，と
の意味を込めて「古典古代学」と名づけるゆえんである（ちなみにビザンテ
ィン典礼に関して，1965 年に終了した第 2 ヴァティカン公会議以前，典礼の
ための公的言語が古典ギリシア語であったのは，特にハンガリーのギリシ
ア・カトリック教会であった）．  
 本稿ではまず，このビザンティン典礼の構造と，それがいかに古典神話と
関わるかについて考えておきたい．そしてピンダロスを基準に，ギリシア神
話の分類・系統化を試みる，という方法を採ってみたい．  
 現行のビザンティン典礼の中核をなす「アナフォラ」から「聖体拝受」に
かけてのテキストには，旧約聖書『イザヤ書』第 6 章 3 節に初出する「聖な
るかな」の頌歌，および同第 6 節「これがあなたの唇に触れたので」以下の
句が，ほぼそのままの形で取り込まれている．全体の構造を図式的に表示す
ると，次のようになる．  
 
  1．導入（序）～ここに「聖なるかな」が含まれる  
  2．聖体制定句  
  3．聖体献示  
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  4．エピクレーシス  
  5．記憶  
   ～ここまで「アナフォラ」～  
  6．懇願連祷  
  7．主祷文  
  8．聖なるものは聖なる者に  
  9．パン割き  
  10．聖体拝受～ここに「これがあなたの唇に触れたので」が含まれる  
 
1．イザヤ書 6 章と「勝利の歌」  
 では以下に，やや長くなるが，このビザンティン典礼聖体祭義典礼文のう
ち，アナフォラに始まる部分を掲載することにしたい．ただその前に，『イザ
ヤ書』第 6 章冒頭部分について，拙訳を掲げておく．本稿で基準とするのが
ビザンティン典礼文であるので，このイザヤ書に関しても旧約聖書 70 人訳
のテキストから訳出することにする．  
 
 1）オジアス王が没した年のこと，わたしはいと高く挙げられた玉座に主
が坐しておられるのを目にした．神殿は主の栄光に満ちていた．2）セラフィ
ムたちが主を輪に囲み，立っていた．一羽には 6 つの翼，また一羽には 6 つ
の翼があり，そのうちの 2 つで顔を覆い，2 つで足を覆い，2 つで飛んでい
た．3）一方がもう一方に叫んで言うには「聖なるかな，聖なるかな，聖なる
かな，万軍の主，全地は主の栄光に満つ」．4）そして，彼らが叫ぶその声に
より御座は持ち挙げられ，神殿は煙に満たされた．5）そこでわたしは言っ
た．「ああ，わたしは気絶する．わたしは呪われた者だ．人間の身で不浄な唇
を持ち，不浄な唇を持つ民の中に住みながら，この自分の目で万軍の主なる
王を目にしたのだから」．6）するとセラフィムの一人がわたしの許に遣わさ
れ，片方の手に祭壇から火ばさみで取った炭を持ち，わたしの口に触れさせ
てこう言った．「見よ，これがあなたの唇に触れたので，あなたの不法は取り
除かれ，あなたの罪は取り除かれる」．  
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 以上のようなセラフィムの言葉とともに，文中の「わたし」，すなわち召命
を帯びる預言者イザヤには内的な変容が起こり，「誰を遣わすべきか」との
主の声に，彼はいち早く「わたしを遣わしたまえ」と積極的に名乗り出る（イ
ザヤ 6,8）．つまり「祭壇から火ばさみで取った炭を，わたしの口に触れさせ
る」というセラフィムの行為は，「わたし」を預言者として立て，遣わすとい
う召命の意図を持っていたのである．  
 本稿で注目したいのは，上掲した『イザヤ書』第 6 章 3 節に見える「聖な
るかな」の頌歌が，ビザンティン典礼では以下に見るように，他に『マタイ
福音書』21,9，あるいは『ヨハネの黙示録』4,8 を織り交ぜながら，全体とし
て「勝利の歌」（ὁ ἐπινίκιος ὕμνος）と名づけられ，引用されているという点
である．このような「勝利の歌」というフレーズの用例は，新約聖書にも，
旧約聖書ギリシア語訳にも見当たらない（もっともランプ編による『教父ギ
リシア語辞典』によれば，4 世紀のギリシア教父ニュッサのグレゴリオスは，
例えば『詩篇』第 70 篇の題辞に用いられている lamnaṣṣēaḥ に，七十人訳は
εἰς τὸ τέλος という訳を当てるのに対し，「他の解釈者たち」は ἐπινίκιος とい
う訳語を当てる，としている；Lampe 1961:528）．  
 さて，いま「勝利の歌」（ὁ ἐπινίκιος ὕμνος）というフレーズを耳にしてわ
れわれが即座に想起するのは，ピンダロスをはじめとする古代ギリシアの合
唱祝勝歌詩人たちによってうたわれた「祝勝歌」であろう．「勝利の歌」（ὁ 
ἐπινίκιος ὕμνος）という用例が旧・新約聖書に見当たらないという点からすれ
ば，この典礼文を最終的に現行の形に整備した人々（9・10 世紀ごろかと推
定される）は，「祝勝歌」という古典ギリシア世界に特有の表現を知悉した上
で，敢えてこの「勝利の歌」という表現を選択し，意図的にこのビザンティ
ン典礼聖体祭義の典礼文中に用いたと考えられる．もちろん，この際「勝利」
の意味合いは相互に異なる．ピンダロスら祝勝歌詩人たちが意味する「勝利」
とは，オリュンピア祭その他における諸競技において，参加した若者が優勝
を遂げ獲得する「勝利」である．それに対し，聖体祭義で語られる「勝利」
とは，死に打ち克って復活を遂げたキリストによる「終末論的勝利」を意味
する．けれども，まさにこれら相互の相違点にこそ，「勝利」をめぐっての予
型論的な展開を読み込むことが可能であろう．つまり競技祭における「勝利」
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とは，死に打ち勝つ終末論的勝利すなわち「復活」を光源とし，そこからの
照らしを得るとき，その「予型」としての意味を帯びるのである．  
 このような「競技祭での勝利」と「復活」の間に働く予型・終末論的関係
からのアナロギアが，「祝勝歌」と「勝利の歌」との間にも働くと仮定するこ
とは十分に可能であろう．そこで次に，ビザンティン典礼における聖体祭義
の典礼文を掲げ，その内実を検討することにしよう．以下に掲げるのは，年
間の通常期間中に用いられる，聖クリュソストモス典礼に従った聖体祭義典
礼文である（Η ΘΕΙΑ ΛΕΙΤΟΥΡΓΙΑ Τοῦ ὲν Ἁγίοις Πατρὸς ἡμῶν Ἰωάννου τοῦ 
Χρυσοστόμου 1950：47-64）．赤字で記された次第の指示（ルブリカ）につい
ては，煩雑になるので必要程度に留めた．随所に下線を付したのはすべて筆
者の判断によるものであるが，いずれも後出の考察のための手がかりとなる
部分・語彙である．  
 
2．ビザンティン典礼・聖体祭義の典礼文における  
「アナフォラ」から聖体拝受まで  
1．【導入】  
 司祭黙祷「あなたを讃え，あなたを寿ぎ，あなたを誉め歌い，あなたに感
謝を捧げ，あなたの支配の場すべてにおいてあなたに跪拝することは，相応
しく正しきこと．あなたは神，言葉に尽くせず，人の考えも及ばず，目に見
えず，把握できず，常に在り，常に同一である方．それはあなたとあなたの
御ひとり子，そしてあなたの聖なる霊．あなたはわれらを無から存在へと導
き，倒れていた者たちを再び立ちあがらせ，すべてをなし遂げるまで，見捨
て置かなかった．われらを天へと導き，来たるべきあなたの御国を賜わるま
で．これらすべてのことのゆえに，われらはあなたと，あなたの御ひとり子，
そしてあなたの聖なる霊に感謝を捧げる．われらが知りえたもの，知りえて
いないもの，われらのものとなった目に見える恵み，見えざる恵みのゆえに．
われらはこの聖体祭義のためにもあなたに感謝を捧げる．あなたはこれを，
われらの手から受け取るに値するものとされた．あなたの傍らには幾千の大
天使，幾万の天使，ケルビム，セラフィム，六翼，多眼，宙舞，有翼の者た
ちが立ち」，  
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 司祭（声を挙げ）「勝利の歌を歌い，叫び，呼ばわって述べる」．  
 会衆「聖なるかな，聖なるかな，聖なるかな，万軍の主，天と地はあなた
の栄光に満つ．いと高きところに栄光あれかし．主の名によりて来たる者は
祝される，いと高きところに栄光」．   
 
2．【聖体制定句】  
 司祭黙祷「人への愛に満ちた主よ，われらもまた，これらの幸いなる諸権
能とともに，叫びを上げて述べる．あなたは聖にして至聖なる方，そしてあ
なたの御ひとり子，あなたの聖なる霊も．あなたは聖にして至聖なる方，あ
なたの栄光は偉大．あなたは，御ひとり子を与えるまでにこの世を愛された．
それはその御ひとり子を信ずる者がすべて，滅びに至ることなく永遠の生命
を持つようになるため．あなたは，われらのための救いの歴史（経綸）をす
べて成就させるために来られ，裏切られる夜，いな世の生命のために進んで
自らを裏切りに委ねられた夜，聖にしてけがれも染みもなき両の手でパンを
取り，感謝を捧げ，祝福し†，聖化し†，割き†，自らの聖なる弟子そして使徒
たちに与えてこう言われた」，  
 司祭（声を挙げ）「取って， 食べよ．これはわたしの体，あなた方のため，
罪の赦しのために裂かれるもの」．  
 会衆「アメン」．  
 司祭黙祷「食事の後，杯も同じようにして†，こう言われた」，  
 司祭（声を挙げ）「みなここから飲むがよい，これはわたしの血，新しい契
約の血，あなた方と多くの人々のため，罪の赦しのために注がれるもの」．  
 会衆「アメン」．  
 
3．【聖体献持】  
 司祭黙祷「いまわれらは，救い主の掟，われらのために為されたすべての
こと，十字架，埋葬，三日目の復活，昇天，父の右への着座， 栄光を帯びて
の再度の到来を想い起こしつつ」，  
 司祭（声を挙げ）「われらはあなたのものを，あなたのものからあなたに捧
げる．すべてのために，すべてのものを通じて」．  
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 会衆「主よ，あなたをほめ歌い，あなたを祝し，あなたに感謝を捧げ，わ
れらの神よ，あなたに乞い願う」．  
 
4．【エピクレーシス】  
 司祭黙祷「さらにわれらは，あなたに向かってこの知と霊による奉仕を献
げ，あなたを呼び求め，あなたに乞い願い，嘆願する．あなたの聖なる霊を，
われらと，ここに献げられる捧げものの上に遣わしたまえ」．  
 助祭黙祷「司祭よ，聖なるパンを祝福したまえ」．  
 司祭「このパンを†，あなたの子キリストの尊い体になさしめたまえ」．  
 助祭「アメン」．  
 助祭黙祷「司祭よ，聖なる杯を祝福したまえ」．  
 司祭「この  杯のうちにあるものを†，あなたの子キリストの尊い血に」，  
 助祭「アメン」．  
 助祭「司祭よ，両聖品を祝福したまえ」  
 司祭「あなたの聖なる霊によ  って変容させたまえ」．  
 助祭「アメン，アメン，アメン」．  
 助祭「聖なる主よ，罪人なるわたくしを心に留めたまえ」．  
 司祭黙祷「ここに与かる者たちに（μεταλαμβάνουσιν），霊魂の目覚め，罪
の赦し，あなたの聖なる霊の共有，天の御国の成就が実現し，裁きや断罪で
はなく，あなたとの自由な語らいが叶わんことを」．   
 
5．【記憶】  
 司祭黙祷「さらにわれわれは，あなたに，知による奉仕を献げる．信のう
ちに眠りに就いた者たち，先祖，父祖，族長，預言者，使徒，告知者，福音
記者，殉教者，証聖者，修道者，そして信のうちに生を全うしたすべての正
しき霊のため」．  
 司祭（声を挙げ）「とりわけいとも聖にして，いとも浄らか，いとも祝せら
れし誉れあるわれらが王妃，神の母にして常世に処女なるマリアのため」．  
 会衆「まことにふさわしきかな，神の母よ，あなたを讃えることは．いと
も幸いにして咎なき方，われらの神の御母よ，ケルビムよりも尊く，セラフ
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ィムよりも類いようもなく栄えある方，あなたは神を，御言葉を，陣痛なく
お産みになった．真なる神の母よ，われらはあなたを誉め歌う」．   
 司祭黙祷「預言者にして先駆者，洗礼者なる聖ヨハネと，聖にして栄えあ
る，いとも誉れにみちた使徒たちのため，今日われらがその記憶を記念する
聖～のため，またあなたの全聖人たちのため．彼らの執り成しによってわれ
らをみそなわしたまえ，われらの神よ」．  
 司祭黙祷「また永遠なる生命への復活の希望のうちに，先に眠りに就いた
者たちをすべて御心に留めたまえ」．  
 「そして彼らを，あなたの御顔の光が輝く場所に憩わせたまえ」．  
 司祭黙祷「われらはあなたに願う．主よ，真なる信を保ち，あなたの真理
の御言葉をふさわしく教える全司教たち，全司祭たち，主における助祭たち，
そして聖務に携わるすべての者たちを心に留めたまえ」  
 「さらにわたしたちはあなたに向かい，この知による奉仕を，全世界のた
め，聖にして普遍，使徒継承の教会のため，また清く浄聖なる生のうちにそ
の日々を送った人々のため，いとも信篤く，キリストを愛するわれらの王た
ちのため，また王に仕える宮廷と駐屯地の人々のために献げる．主よ，彼ら
に平和な御国を授けたまえ，われらもまた，彼らによる安全でもって，まっ
たき敬虔さと敬神のうちに，揺らぐことなき静穏なる生を送ることができる
ように」．  
 司祭（声を挙げ）「まず初めに，主よ，いとも至聖なるわれらの父，ローマ
教皇Ａ，いとも幸いなるわれらの総大司教Ｂ，いとも聖なる首府大司教Ｃ，
またを愛するわれらの大司教／司教Ｄに御心を留めたまえ，聖なるあなたの
教会で，彼らが平和，安寧，品位，健康そして長命のうちに，あなたの真理
の言葉を相応しく述べ伝えられるよう，守りたまえ」．  
 助祭（声を挙げ）「さらにまた，この聖なる供え物を奉献するいとも敬虔な
る司祭Мのため，またいとも敬神の念に篤く，神の護り固きわれらの王たち
のため，そしてここに集う民の救いと援けのため，さらに男女を問わず，そ
の各々が心に抱く者たちのために」  
 会衆「男女を問わず，みなのために」．   
 司祭黙祷「主よ，われらが住まうこの町（地域，修道院），全ての町と地域，
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信をもってそこに住める者たちを御心に留めたまえ．主よ，航海する者，旅
する者，病める者，疲れし者，囚われし者らを，そして彼らの救いを心に留
めたまえ．主よ，あなたの聖なる教会に，実りを携え，慈善をなし，そこで
記憶された貧しき者たちを御心に留めたまえ．そして，われらすべてにあな
たの憐れみを遣わしたまえ」．  
 司祭（声を挙げ）「そして一つの口，一つの心で，父と子と聖霊よ，われら
があなたのいとも尊く高貴なる名を讃え，ほめ歌うことを叶わしめたまえ，
今もいつも世々とこしえに」．  
 会衆「アメン」．  
 
6．【懇願連祷】  
 司祭（声を挙げ）「われらの偉大なる神にして救い主，イエス・キリストの
憐れみがあなた方皆とともに」．  
 会衆「あなたの霊とも」．  
 助祭（声を挙げ）「全聖人を思い起こしつつ，今一度繰り返して平和のうち
に主に願おう」  
 会衆「主よ憐れみたまえ」（以下同様）  
 助祭「奉献され聖化された尊い供え物のため，主に願おう」 「人を愛す
るわれらの神が，それらの供え物を，聖にして天上的・霊的なご自身の祭壇
へと，霊的な芳わしき香りを通して受け取り，代わってわれらに神の恵みと
聖霊の賜物を贈りたもうよう，主に願おう」 「主がわれらをあらゆる心労，
怒り，危険，欠乏から救いたもうよう，主に願おう」  
 司祭黙祷「人を愛する主よ，われらはあなたに，われらの生命と希望のす
べてを捧げ，乞い，願い，懇願する．われらをして，この聖にして霊的な食
卓で行われるあなたの天上的にして畏れ多き神秘に与かる（μεταλαβεῖν）こ
とを叶わしめたまえ．浄らかな良心をもって，罪の赦しのため，また過ちを
看過していただくため，聖霊への共なる与かりのため，天上の御国を受け継
がんがため，裁きや断罪ではなく，あなたと自由に語らいあわんために」  
 助祭「神よ，あなたの恵みによりて，われらを守り，救い，憐れみ，護り
たまえ」  
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 会衆「主よ憐れみたまえ」  
 助祭「この日のすべてが，完徳のうちにあり聖にして平安かつ咎なきもの
であるよう，主に願おう」  
 会衆「主よ，叶えたまえ」（以下同様）  
 助祭「平和の天使，信篤き導き手，われらの霊と肉の守り手を，主に求め
よう」 「われらの罪と過ちに対する，寛容と赦しを主に求めよう」 「わ
れらの霊には善美と益を，世には平和を主に求めよう」 「われらの生の残
りの期間を平安と痛悔のうちに過ごすことができるよう，主に求めよう」 
「われらの生の目標が，キリスト教徒に適うものにして，苦悩なく恥なく，
平安なものであるよう，そしてキリストの畏れ多き裁きの座にあって，美し
き弁明ができるよう，主に求めよう」 「信の一致，聖霊の交わりを求めつ
つ，われら自身とお互いを，そしてわれらの生命すべてを，神なるキリスト
に献げよう」  
 会衆「主よ，あなたに」  
 司祭（声を挙げ）「主よ，われらをして，自由にかつ裁きを受けることな
く，天上の神であるあなたを敢えて父と呼び，こう語るに相応しきものとな
さしめたまえ」．  
 
7．【主祷文】  
 全員：「天におられるわれらの父よ，あなたの名が聖とされんことを．御国
の来たらんことを．御旨が，天に行われるごとく，地にも行われんことを．
われらの日ごとの糧を，きょう与えたまえ．われらに負い目ある人々をわれ
らが赦すごとく，われらの負い目を赦したまえ．われらを試みに引きたまう
ことなく，むしろわれらを悪より救いたまえ」．  
 司祭（声を挙げ）「国と力と栄光は，父と子と聖霊よ，今もいつも世々とこ
しえにあなたのものなれば」．  
 会衆「アメン」．  
 
8．【聖なるものは聖なる者に】  
 司祭「あなたがたすべてに平安があるように」．  
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 会衆「あなたの霊にも」．  
 助祭「あなた方の頭を主に垂れるがよい」  ．  
 会衆「主よ，あなたに」．  
 司祭黙祷「目に見えざる王よ，われらはあなたに感謝を捧げる．あなたは
その限りない力をもってすべてを創造された．あなたはその憐れみの豊かさ
をもって，万物を非存在から存在へと導かれた．主よ，あなたの前におのれ
の頭を垂れる者たちを，御自ら天より見そなわしたまえ．彼らは肉や血にで
はなく，畏れ多き神であるあなたにその頭を垂れる．主よ，われらすべてを
取り巻くものを，それぞれの必要にしたがって善きものとなさしめたまえ．
海を行く者たちと共に航海し，旅をする者たちとともに道を行き，病める者
たちを癒したまえ，われらの霊魂と肉体の癒し手である方よ」．  
 司祭（声を挙げ）「あなたは，ご自身の御ひとり子とともに祝される．御ひ
とり子の恵み，憐れみ，人への愛を通じ，いとも聖にして善き方，生命を与
えるあなたの霊とともに，今もいつも世々とこしえに」．  
 会衆「アメン」．  
 司祭黙祷「われらの神なる主イエス・キリストよ，あなたの聖なる住まい
から，そしてあなたの御国の栄光の座から見そなわしたまえ．そして，父と
ともに天上に座しておられる方よ，われらを聖化するために来たりたまえ，
いまここに，目には見えざるかたちでわれわれとともにあられよ．そしてわ
れらをして，あなたの力に満ちた手をもって，あなたの穢れなき体と尊きそ
の血に与かる（μεταδοῦναι）ことを叶わしめたまえ．さらにはわれわれを通
じ，すべての民にも」．  
 司祭・助祭（黙祷）「神よ，罪人なるわれを顧み，憐れみたまえ」（×3）  
 司祭（声を挙げ）「身を謹もう．聖なるものは聖なる者たちに」  ．  
 会衆「聖なる方は一，主は一，それはイエス・キリスト，父なる神の栄光
のために．アメン」．  
 
9．【パン割き】  
少しく拝礼した後，助祭は南門を通って至聖所に入り，司祭の右側に座を占
める．あらためて拝礼し，司祭にこう告げる（「パン割き」「両聖品の混淆」）．  
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 助祭「司祭よ，聖なるパンを裂きたまえ」．  
崇敬をもって，司祭は大きな聖パン「小羊」を 4 つの部分に分かつ．まず縦
に二つの部分に裂く（右側に XC, KA が来る）．この XC, KA の部分を右手に
持ち，まずディスコスに置く．そして左手に持った部分すなわち IC, NI の部
分を上下二つに分かち，IC の文字が印された部分をディスコスの上部に，NI
の部分を左部に置く．今度はまだ分かたれていなかった XC,KA の部分を上
下二つに分かち，XC の部分をディスコスの下部に，KA の部分を同じく右部
に置く．こうして四つの部分が十字を構成することになる．分かつあいだ，
司祭は小声で次の祈りを唱える  
 司祭「神の小羊は引き裂かれ，分かたれる．引き裂かれながらも，しかし
分かたれぬ方よ，あなたは常に食物として仕え，しかし決して尽きることが
なく，むしろ，そこに与かる者たち（μετέχοντες）を聖化する」  
オラリオンで杯を指し示しながら，助祭は司祭に告げる  
 助祭「司祭よ，聖なる杯を満たしたまえ」．  
司祭は IC の文が記された部分を取り，これでもってカリスの上に十字を切
りつつ，カリスの中に落とし，こう述べる  
 司祭「信の完成，聖霊の充溢」．  
 助祭「アメン」．  
パン裂きの後，司祭は自らの指をディスコスの上で拭う．  
この後「生ける水」の儀式（ゼオン）が続く．助祭は小水壷に入った温水を
司祭に渡し，こう述べる  
 助祭「司祭よ，温水を祝したまえ」．  
温水の壷を祝福しつつ司祭はこう述べる  
 司祭「あなたの聖なる者たちの香りは祝される．常に，今も，永遠に，そ
してとこしえに到るまで．アメン」．  
司祭は聖化されたぶどう酒に十字を切りつつ少量の水を注ぎ，こう述べる  
 司祭「信の芳香，聖霊の充溢．アメン」．  
助祭は壷を元に戻し，司祭の傍らに立つ．  
 司祭黙祷「主よ，わたしは信じかつ告白する．あなたが救い主，生ける神
の子であることを．あなたは罪びとたちを救うために世に来られ，わたくし
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はその中で第一の罪びと．さらにわたしは信ず，まさしくこれが，紛れもな
きあなたの肉体であり，またあなたの尊い血であることを．わたくしはあな
たに懇願する．わたくしを憐れみ，わたしの過ち，意図してのもの，意図せ
ざるもの，言葉におけるもの，行いにおけるものを，知・無知にかかわらず
赦したまえ．そしてわたくしをして，あなたの穢れなき神秘に，裁かれるこ
となく与かるに相応しき者となさしめたまえ．罪の赦しのため，永遠なる生
命のために」．  
 「神の子よ，きょうわたくしを，あなたと神秘の宴をともにする者として
受け入れたまえ．わたくしはこの神秘を，あなたの敵どもには決して口外し
ない．またユダのようにあなたに接吻することもしない．むしろ，あの罪び
とのようにあなたに告白する．主よ，あなたの御国で，わたくしのことを思
い起こしたまえと」．  
 「主よ，わたくしは，わが霊魂の卑しき住まいのうちに，あなたに入って
いただくには値せぬ者．けれどもちょうどあなたが，理性なき動物の洞穴そ
して飼い葉おけに眠ることを受諾し，皮膚病のシモンの家では，わたくしと
同じく罪深き遊女が，あなたに近づくことを快諾されたように，あなた自ら，
理性に欠けたこのわたくしの霊魂の洞穴に，また汚れに染まり死せる病に侵
されたわたくしの体に入ることを可能となさしめたまえ．そしてちょうど，
あなたの穢れなき両足に，遊女が穢れた唇で接吻することをあなたが忌み嫌
わなかったのと同じように，わが神なる主よ，この罪人なるわたくしをも忌
み嫌いたもうな．むしろ善き方また人を愛する方として，このわたくしが，
あなたのいとも聖なる体と血を共にする者となることを叶わしめたまえ」．  
 「われらの神よ，わたくしが犯したすべての過ちを赦し，消し，受け入れ
たまえ．知・無知にかかわらず，言葉において，あるいは行いにおいてわた
くしがなした限りの過ちを．善き方また人を愛する方として，わたくしのす
べてを受け入れたまえ．あなたの穢れなき母，常世におとめなる方の執り成
しにより，わたくしをして，裁きを受けることなくあなたの尊くけがれなき
体を受け取ることを叶わしめたまえ．霊魂と肉体の癒しのために．国と力と
栄光とは，世々とこしえにあなたのものなれば．アメン」．   
 「主よ，あなたの聖なる神秘への与かり（μετάληψις）が，裁きや断罪に転
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ずることなく，むしろ霊魂と肉体の癒しのためにならんことを」．  
 
10．【聖体拝受】  
 司祭「主にして神，われらの救い主であるイエス・キリストの尊く聖なる
体は，わたくし・司祭Мの与かるところとなる（μεταδίδοται）．わが罪の赦し
のため，そして永遠なる生命のために」．  
 司祭「助祭よ，近づくがよい」．  
 助祭「司祭よ，主にして神，われらの救い主であるイエス・キリストの尊
く聖なる体に，わたくしをして与からせたまえ（μετάδος）．罪の赦しのため，
そして永遠なる生命のために」．  
 司祭「主にして神，われらの救い主であるイエス・キリストの尊く聖にし
て穢れなき体は，あなた・助祭Ｎの与かるところとなる（μεταδίδοται）．あな
たの罪の赦しのため，そして永遠なる生命のために」．  
 司祭「さらに，主にして神，われらの救い主であるイエス・キリストの尊
く聖なる血は，わたくし・司祭Мの与かるところとなる（μεταδίδοται）．わが
罪の赦しのため，そして永遠なる生命のために」．  
 司祭「これがわが唇に触れ，わが不法を取り除き，わが罪を浄め尽くす」．  
 司祭「助祭よ，近づくがよい」．  
 助祭「わたくしは再び，不死なる王に近づく．司祭よ，主にして神，われ
らの救い主であるイエス・キリストの尊く聖なる血に，わたくしをして与か
らせたまえ（μετάδος）．わが罪の赦しのため，そして永遠なる生命のために」． 
 司祭「さらに，主にして神，われらの救い主であるイエス・キリストの尊
く聖なる血は，あなた・助祭Ｎの与かるところとなる（μεταδίδοται）．あなた
の罪の赦しのため，そして永遠なる生命のために」．  
 司祭「これがあなたの唇に触れ，あなたの不法を取り除き，あなたの罪を
浄め尽くす」．  
 助祭（声を挙げ）「神への畏れ，信，愛をもって，近づくがよい」  
 会衆「アメン，アメン．主なる神よ，主の名によりて来たるものは祝され
る，主はわれらの許に現れた」．  
 司祭「神の僕Ｘは，主にして神，われらの救い主イエス・キリストの尊く
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聖なる体と血に与かる（μεταλαμβάνει），その罪の赦しのため，そして永遠な
る生命のために」．  
 会衆「神の子よ，きょうわたくしを，あなたの神秘なる宴をともにする者
として受け入れたまえ．わたくしは決して，あなたの敵どもにこの神秘を口
外することはしない．またユダのように，あなたに接吻をすることもしない．
むしろあの盗人のように，あなたに告白する．＜主よ，あなたの御国におい
て，わたくしを思い起こしたまえ＞と」．   
 
3．小結と「与かり」  
 上に示したように，聖体拝受に到るまでの聖体祭義の最重要部の開始と終
了とを，それぞれ『イザヤ書』第 6 章 3 節および第 7 節の句が挟み込む構造
になっている．すなわち，『イザヤ書』に記述される預言者の召命と内的変容
が，ビザンティン典礼においては聖変化ないし聖体制定によって光を与えら
れ，死の超克と復活とに止揚されていると理解することができるだろう．な
お共観福音書とヨハネ福音書の間には，晩餐が行われた日付をめぐって相い
れない相違が見出され，歴史的事実に基づくのは，キリストをまさしく「過
越の小羊」と同定する『ヨハネ福音書』であることが判明している．聖体の
制定を最後の晩餐と重ねる共観福音書の記述には齟齬が生じるわけである
が，拙見によれば，まさにこの事実こそ，聖体祭義が天上的祝宴・祝祭に他
ならないことを裏書きするものである．  
 さて上掲の典礼文には，下線で指示を施したように，「与かり」を意味する
μεταλαμβάνειν, μετέχειν, μεταδιδόναι といった語彙に関わる表現が複数個所見
出される．このように，終末論的到来者の復活を寿ぐ聖体祭義にあって，そ
の意義づけは，到来者の神性に与かるという点にある．これは，旧約におけ
る「予型」として位置づけられた『イザヤ書』第 6 章の記述においても，セ
ラフィムがイザヤの唇に「火のついた炭」を「触れさせる」という行為が，
神性への与かりを可能にするものとして意義づけられたのと軌を一にする．
かくして予型のうちにも，やはり不死性への与かりを実現させるためのメカ
ニズムが内包されている．なお訳文中「会衆」と訳した原語彙は，いずれも
「コロス」である．このようにビザンティン典礼は，司祭・助祭・コロスの
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間に執り行われる儀礼という側面を持つ．本稿では「勝利の歌」から祝勝歌
への展望を得ることを目指すが，コロスを軸に悲劇を「予型」とする試みも
いずれ展開してみたい．  
 さてわれわれは，『イザヤ書』第 6 章 3 節に載る「聖なるかな」の頌歌を
「勝利の歌」と位置づけたビザンティン典礼文の視点に立つことによって，
古典古代期の詩人ピンダロスらの作詩になる「祝勝歌」が，旧約と同様，終
末論的勝利である復活を寿ぐための「予型」の位置にあるとの推察を得るこ
とができた．そして旧約に位置づけられる『イザヤ書』のうちにも，神性へ
の与かりを可能にさせるメカニズムが存することが明らかとなった．ピンダ
ロスの祝勝歌を，ビザンティン典礼文への「予型」と位置づけるとき，そこ
にはいかなる「神性への与かり」のためのメカニズムが認められるだろうか．
本稿ではこれを「神話」のうちに求めたい．以下でその検討を続けることに
しよう．  
 
4．神話の位置  
 M.Ⅿ.ウィルコックによる『ピンダロス：祝勝歌集』（Willcock 1995）と題
された抜粋注釈は，オリュンピア祝勝歌第 2，7，11，ネメア祝勝歌第 4，そ
れにイストミア祝勝歌第 3，4，7 の計 7（ないし 6：イストミア第 3 と第 4
について，一篇を成すとするか別篇とするかにより見解が分かれる）編につ
いての秀逸な研究であるが，その「序論」には，ピンダロスの祝勝歌全編に
わたってある程度普遍的に認められるパターンとして，次のような図式が示
されている（Willcock 1995：12－13）．  
 A 衝撃的冒頭  
 B 道徳化を伴った状況説明  
 C 神話  
 D さらなる状況説明と道徳化  
 E 静かな終結  
 もちろん個々の祝勝歌について，詳細を検討することが不可欠なのは言う
までもない．しかしここにはちょうど一編の祝勝歌に関して，全体のちょう
ど中心に当たる位置（C）に，神話が頻繁に用いられることが明示されてい
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る．われわれは先に『イザヤ書』第 6 章における「聖なるかな」の頌歌が，
イザヤを不死性に与からせる働きを持つ一方，ビザンティン典礼の聖体祭義
は，天上的宴への「与かり」を通じて，終末論的到来者の復活そして永遠の
生命に「与からせる」意義を有することを理解できた．予測としては，おそ
らく祝勝歌の中心的位置を占める「神話」のうちに，祝勝歌の聴衆たちを「不
死なる世界」に与からせる意味が込められているのではないか，との見通し
が得られるだろう．  
 ピンダロスの祝勝歌の個々について検討する前に，詩人ピンダロスについ
て予備的な知識を得ておく必要があろう．  
 
5．ピンダロスと時代背景  
 ピンダロスは前 518 年，ギリシア中部東北地方ボイオティア地方テバイの
キュノスケファライに生まれた．彼の作品としては 498 年の『ピュティア祝
勝歌』第 10 が最初であり，これはテッサリアの候家アレウアダイ族の依頼
に応じて作詩したものである．490 年には，シチリアのアクラガスの僭主テ
ロンの兄弟クセノクラテスのピュティア祭での勝利を祝う『ピュティア祝勝
歌』第 6 を，また 486 年には，アテナイのアルクマイオニダイの長メガクレ
スのために『ピュティア』第 7 を作詩している．  
 彼の故郷であるテバイは，第 2 次ペルシア侵攻（480/79 冬）の際，ペルシ
ア方にくみし，マルドニオスの作戦司令本部となった（ヘロドトス『歴史』
9,15 など）．479 年プラタイアの戦いではペルシア方に立って戦っている（ヘ
ロドトス『歴史』9,67-69）．そのため，スパルタの将軍パウサニアスがギリ
シア軍を率いてペルシア方のテバイに勝利を収めた際，テバイ首脳陣はコリ
ントスに連行され処刑された（ヘロドトス『歴史』9,86－88）．テバイにおけ
るピンダロスの立場は難しいものであったことが予想される．おそらくイス
トミア第 8 歌は 478 年，第 2 次ペルシア侵攻（480－479）に対する勝利を受
けて記されたが，その中の「われわれ」（6,8）には周到さを読み取ることが
できる．イストミア第 5 歌も当時のものであるが，ここにはアイギナ海軍人
たちに対する賞讃がある．テバイとの緊張関係から，詩人は 476 年シチリア
へと渡り，474 年まで同地に滞在する．この間，シラクサのヒエロンのため  
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にオリュンピア第 1 歌，アクラガスのテロンのためにオリュンピア第 2，第
3 歌を作詩している．480 年から 460 年にかけては，これらを含めて集中的
に祝勝歌が作られた時期であり，ほかにオリュンピア第 6，7，13 歌，ピュ
ティア第 1－5，第 9 歌，ネメア第 1，第 9 歌，イストミア第 3，第 4 歌など
が作詩されている．  
 彼の晩年の作としては，ピュティア第 8 歌が 446 年に作られたことが判明
しているが，エーゲ海北東部の島テネドスの少年テオクセノスのために記さ
れたネメア第 11 歌が，おそらくより最晩年の作であろう．詩人はこのテオ
クセノスの腕に抱かれ，438 年に亡くなったという伝承が残されている．  
 ピンダロスによる 45 篇の祝勝歌のうち，ほぼ 4 分の 1 に相当する 11 篇
は，往時絶大な繁栄を誇ったアイギナ島出身の勝利者に捧げられたものであ
る．上に触れたように，アイギナ島は海洋に展開するドーリス系共同体の一
つであり，商業活動において長らく活況を誇り，前 5 世紀前半におけるアテ
ナイ帝国の拡張にとって深刻な障害であった（秋山 2003）．ペルシアによる
侵攻以前にも，アイギナとアテナイの間には敵対関係があった．それはアイ
ギナ島が，アテナイとスパルタの間に位置するサロニコス湾の中央部に位置
するためでもあった．その後，短期間であるが両国は協力関係を結び，アイ
ギナの船員たちはサラミスの海戦において戦功を挙げる一方（ヘロドトス
『歴史』8,93；8,122），アテナイはギリシア艦隊に最大の派遣団を送った．し
かし敵対関係は再燃し，457 年，大海戦の末アイギナはアテナイに敗れ，30
タラントンという高額の年賦金を課せられる（トゥキュディデス『戦史』
1,105,2）．アテナイはアイギナ島に上陸し，市街を占領，結局アテナイ人は
アイギナ人を島から追放し，代わりにアテナイ人を島に移住させた（トゥキ
ュディデス『戦史』2,27,1）．  
 
6．競技祭について  
 次に 4 大競技祭について記すならば，まずオリュンピア競技祭は，西北ペ
ロポネソス半島のオリュンピアで開催されたものであり，776 年起源で 4 年
おきに行われた（なおアテナイでは夏至に年号が切り替わる）．紀元後 393 年
にテオドシウス帝によって廃止されている．夏の終わり 8 月に開催され，ゼ
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ウスの主宰になり，ヘラクレスが創始者，ペロプスが聖域に眠る．  
 次にピュティア競技祭は，デルフォイで開催されたものでアポロンを祀る．
582 年から 4 年おきに行われ，オリュンピア競技祭の 2 年後ごとの 8 月に開
催された．アキレウスの子のネオプトレモスが当地の聖域に眠る（『ネメア』
第 7 歌 44 行以下）．  
 イストミア競技祭はコリントスで開催され，こちらも 582 年より，ポセイ
ドンを祀って 2 年ごとの 4 月に行われたものである．イノ／レウコテアの子
のメリケルテスの祭壇が当地に設けられていた．  
 そしてネメア競技祭は，北東ペロポネソスの静かな谷，ヘラクレスの最初
の功業の地で開催された．当地はヘラクレスが獅子皮を得た場である．573
年より，2 年ごとの 7 月に開催され，ゼウスを祀った．7 人の武将たちがテ
バイに向かう際，蛇に殺された幼児オフェルテス／アルケモロスの追悼の意
味で興したものである．  
 以上全 4 種競技祭の勝利者は「ペリオドニケス」と呼ばれた．ロドス島の
ディアゴラスもこの栄誉を受けている（『オリュンピア』第 7 歌）．競技の内
容であるが，著名な「5 種競技」と呼ばれるものは，徒競走，幅跳び，円盤
投げ，槍投げ，レスリングの 5 種であった（Sandys 1915:130）．  
 ところで後 2 世紀以前には，ピンダロスの祝勝歌のみが他のカテゴリーに
優って引用されるというわけではなかった（Willcock 1995:3）．それ以外の歌
集からの引用として，総計 300 にものぼる断片が伝えられている．ビュザン
ティオンのアリストファネス（前 257－180）によるピンダロス歌集は，17 巻
を数える．その巻分類によれば，神々に捧げられた歌として，パイアン 1 巻
【アポロン讃歌】，ディテュランボス 2 巻【ディオニュソス讃歌】，プロソデ
ィア 2 巻【行進歌】，パルテネイア 3 巻【女子合唱隊讃歌；乙女歌】，ヒュポ
ルケマタ 3 巻【舞踏と歌；踊歌】がある．一方人々に向けられた頌歌として
は，エンコミア 1 巻【個人讃歌もしくは酒宴歌】，挽歌 1 巻【葬礼歌】，そし
て祝勝歌 4 巻があった．もっとも，紀元後のキリスト教世界での写本伝承に
「祝勝歌」のみが適ったということの背景には，やはり「祝勝歌」が「勝利
の歌」の予型と見なされ得るという意識を読み取ることが可能なのではない
だろうか．  
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 歌集内での各々の祝勝歌の順序としては，当初オリュンピア（14），ピュテ
ィア（12），イストミア（少なくとも 9），ネメア（8）の順であったが，これ
らに属さない歌 3 つがネメアの後ろに付されていた（現在のネメア 9，10，
11）．この後イストミアとネメアの順が入れ替わり，さらにイストミアの末
尾部分が失われた結果，現在のような祝勝歌集の順序となった．また各祝勝
歌集内部では，まず戦車競技，そして僭主・王が最初に載る．オリュンピア
競技の第 1 歌は馬車競技であり，戦車競技に先立つが，これはオリュンピア
競技の起源そのものに触れる上に，ペロプスとオイノマオスによる戦車競技
の話にも言及し，これが神話上のモデルとなっているためである．  
 
7．ピンダロスにおける神話への言及  
 では以下，ピンダロスによる 4 つの祝勝歌集に収められる計 45 篇の頌歌
について，その各々にどのような神話への言及が認められるか，献辞を掲げ
つつ概観することにしよう．略号は順に オ：オリュンピア祝勝歌，ピ：ピ
ュティア祝勝歌，ネ：ネメア祝勝歌，イ：イストミア祝勝歌であり，カッコ
内の数字は各頌歌における行を示す．  
 
オ 1 「シラクサのヒエロンに」．オリュンピア祝勝歌の巻頭を飾る歌として，
エリスのオイノマオス王（76）の娘ヒッポダメイア（70）をめぐる，リュデ
ィア人ペロプス（24）による戦車競走に言及する．この競争はオリュンピア
競技の創設につながったものだからである，  
オ 2 「アクラガスのテロンに」．テロンは，前 488 年から 472 年の没年まで
アグラガス王であり，テバイ王ポリュネイケスの子テルサンドロス（43）を
祖とする．テロンの同時代人でシラクサの王は，478 年まではゲロン，それ
以降はゲロンの弟のヒエロンであった．480 年サラミスの海戦と同年にヒメ
ラで，テロンとゲロンによるカルタゴ人たちに対する勝利があった．テロン
が 472 年に死没した後，息子のトラシュダイオスが継ぐが暴君化し，ヒエロ
ンによってメガラに追放・処刑され，アクラガスもヒメラもヒエロンの支配
下に入る．  
オ 3 「アクラガスのテロンに」．ディオスクロイ（テュンダリダイ；1）は
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ヘラクレス（11）から競技の管轄を任された．  
オ 4 「カマリナのプサウミスに」．クリュメノスの子エウギノス（アルゴ号
乗組員；23）により，レムノス島でのヒュプシプレ（27）主催の競技祭での
勝利が獲得されたことが言及される．  
オ 5 「カマリナのプサウミスに」．神話が語られないため，ピンダロスの真
作であることを疑う研究者もある．  
オ 6 「シラクサのハゲシアスに」．テバイ攻めの 7 将の一人アンフィアラオ
スについての言及がある（13）．  
オ 7 「ロドスのディアゴラスに」．トロイア戦争に参加しサルペドンに討た
れたトレポレモスに触れられる（20）．  
オ 8 「アイギナのアルキメドンに」．アイギナ人の祖アイアコス（30）によ
る，アポロンとポセイドンを援けてのトロイア築城が語られる．またトロイ
ア攻略に際して，テラモンによる第 1 次トロイア戦役，その次代のアイアス
とアキレウスによる第 2 次トロイア戦役，さらに次代のネオプトレモスによ
る最終的攻略について語られる（45－46）．  
オ 9 「オプスのエファルモストスに」．オプスの祖先，すなわちデウカリオ
ンとピュラ（43）への言及があり，また同市出身のパトロクロスについて触
れられる（75）．  
オ 10 「ロクロイ・エピゼフュリオイのハゲシダモスに」．アウゲアス王が
ヘラクレスに課した難行について言及がある（28）．  
オ 11 「ロクロイ・エピゼフュリオイのハゲシダモスに」．前歌と同じ優勝
について歌う短い頌歌．  
オ 12 「ヒメラのエルゴテレスに」．オ 2 に述べた経緯の後，ヒエロンが 467
年に没し，弟のトラシュブロスが後を継ぐが反乱に敗れ，シラクサは民主国
家となる一方，ヒメラも解放される（1）．具体的な神話への言及はない．  
オ 13 「コリントスのクセノフォンに」．コリントスに関わる神話，すなわ
ちシシュフォス（52），メデア（53），そして第 2 次トロイア戦役でのグラウ
コス（60）に関する言及がある．さらにグラウコスの祖父ベッレロフォンが，
アテナの助力により天馬ペガソスに轡を懸け，天に飛翔して活躍したことが
語られる（64－69b；84）．  
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オ 14 「オルコメノスのアソピコスに」．ミニュアスを祖とするミニュアイ
人に言及される（4）．ミニュアスはポセイドンの子で，アルゴナウタイの一
人である．  
 
ピ 1 「アイトナのヒエロンに」．ヒエロンによるアイトナ建立について触れ
られるが（30－31），さらにヒエロンの出征の次第が，フィロクテテスによる
第 2 次トロイア戦役への出征になぞらえられる（51）．  
ピ 2 「シラクサのヒエロンに」．キュプロス王キニュラス（15）やテッサリ
アの王イクシオン（20）への言及があるが，規範としてはラダマンテュス王
（73）が挙げられる．  
ピ 3 「シラクサのヒエロンに」．医神アポロンの子アスクレピオス（6），お
よびその養父ケイロン（1）のほか，人生における禍福を経験した者としてペ
レウス（87），カドモス（88）の名が見える．  
ピ 4 「キュレネのアルケシラオスに」．リビアのキュレネのアルケシラオス
は，バッティダイ王朝第 8 代の王であるが，その祖先はアルゴ号遠征隊の一
人・スパルタ人のエウファモス（22）に遡る．エウファモスはティテュオス
の娘エウロパがポセイドンに産んだ子である（45）．イアソン（12）らのほ
か，アミュンタスの子メランプス（126）にも言及される．  
ピ 5 「キュレネのアルケシラオスに」．トロイアに遡るアンテノル一族に言
及される（83）．  
ピ 6 「アクラガスのクセノクラテスに」．アクラガスの僭主テロンの弟クセ
ノクラテスの勝利を祝う．ケイロンがアキレウス（23）に与えた言葉が引か
れるほか，父ネストルを護って落命したアンティロコス（28）が規範とされ
る．  
ピ 7 「アテナイのメガクレスに」．メガクレスが属すアルクマイオニダイ
（2）は，前 7 世紀後半からアテナイで活躍した貴族である．アテナイの伝
説的王であるエレクテウスが引かれる（8）．  
ピ 8 「アイギナのアリストメネスに」．テバイの住民として，ピンダロスが
アテナイの宿敵であったアイギナに寄せる同朋意識には強烈なものがあっ
たと思われる．テバイ攻めの 7 将の一人アンフィアラオスからその子アルク
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マイオンへと受け継がれる資質の伝播について言及がある（56－57）．  
ピ 9 「キュレネのテレシクラテスに」．アポロンの妻となった，乙女キュレ
ネ（4）の剛勇譚に始まる．ヘラクレス（87），アンフィトゥリュオン（81）
への言及もある．  
ピ 10 「テッサリアのヒッポクレアスに」．ペルセウス（31）に言及がある
のは，テッサリアとの関連で，ペルセウスの祖父アクシリオス王が落命した，
ラリッサ王テウタミデスによる亡父のための葬礼競技に関連させる意図で
あろう（高津 1960：252）．  
ピ 11 「テバイのトラシュダイオスに」．父アガメムノンが謀殺された際，
子のオレステス（16）がピュト（デルフォイ）に逃れたことに関連させる． 
ピ 12 「アクラガスのミダスに」．ペルセウス（11）によるメドゥサ（16）
退治について引用される．  
 
ネ 1 「アイトナ（あるいはシラクサ）のクロミオスに」．クロミオスは有能
な将軍であるが，ヘラクレスの裔を自称していた．そこからヘラクレス神話
が引かれるほか（33a），ヘラクレスの名目上の父親であるアンフィトリュオ
ン（52）とカドメイオイ（51）の話が引かれる．テバイの予言者テイレシア
ス（61）にも言及がなされる．  
ネ 2 「アカルナイのティモデモスに」．優勝者がサラミス島に縁があること
から，島の英雄アイアスが引かれる（14）．  
ネ 3 「アイギナのアリストクレイデスに」．ヘラクレス（21）神話が引かれ
るとともに，アイギナとの関連でアイアコス（28），ミュルミドネス（13）に
話題が及ぶ．  
ネ 4 「アイギナのティマサルコスに」．アイギナ島に関連して，アイアキダ
イの一人テラモンが引かれる（25）．  
ネ 5 「アイギナのピュテアスに」．アイギナゆえアイアキダイに話題が及
び，ぺレウスとテラモン（26）ばかりでなく，アイアコスがネレウスの子プ
サマテに産ませたとされるフォコスにもひとまず言及される（12b）．  
ネ 6 「アイギナのアルキミダスに」．アイアキダイのうちアキレウスがエチ
オピア王メムノンを倒した話を引く（50）．  
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ネ 7 「アイギナのソゲネスに」．アイアキダイのうちアイアスが引かれ，彼
こそアキレウスに次ぐ勇士であったと証言される（27）．またアキレウスの
子ネオプトレモスがデルフォイで落命するものの，彼は神の許に赴いたので
あるとされる（40）．  
ネ 8 「アイギナのデイニアスに」．アイアキダイのうち特にアイアスに言及
がなされる（27）．  
～これ以降『ネメア祝勝歌』最後の 3 編は，ネメア競技での優勝を寿ぐ歌で
はない．  
ネ 9 「アイトナのクロミオスに」．シキュオンにおける競技祭は，アドラス
トスが預言者アンフィアラオスとの争いに敗れてアルゴスを亡命し，一時シ
キュオンの王であった際に創始したと言われる．のちに彼はアンフィアラオ
スと和解し，テバイ攻めの遠征軍を率いた（9－27 行）．アイトナ市はシキュ
オンの植民都市である．  
ネ 10 「アルゴスのテアイオスに」．まず，ヘラの町としてのアルゴスが讃
えられた後（2），テュデウスの子ディオメデスが，アテナにより不死の身に
されたという伝承が引かれる（7）．続いてテバイをめぐる数々の栄光が挙げ
られる（8 以下）．優勝者一家が奉ずるディオスクロイについての言及がある
（49－50）．  
ネ 11 「テネドスのアリスタゴラスに」．テネドス島はレムノス島の東に位
置する．アリスタゴラスの母方の祖先メラニッポス（37）はテバイの英雄で，
テバイ攻めの際にテュデウスを討ったとされる（呉 1979a：495）．  
  
イ 1 「テバイのヘロドトスに」．スパルタを中心に崇敬されるカストル（16
－17，31；高津 1960：151），テバイ出身のヘラクレスのためにその御者を務
める，甥でイフィクレスの子イオラオス（16，30）という，スパルタとテバ
イ両市の英雄が引かれる．  
イ 2 「アクラガスのクセノクラテスに」．優勝者が，アテナイでも人々の厚
意に与かった，としてアテナイの伝説的王エレクテウスが引かれる（19）．  
イ 3 「テバイのメリッソスに」．母方の家系としては，優勝者がオイディプ
スの祖父ラブダコスの血を継ぐ（17）と語られる．  
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イ 4 「テバイのメリッソスに」．アイアス（38）に栄誉を帰すホメロスの前
例が引かれるほか，アルクメネの子・テバイ生まれのヘラクレス（61）によ
る巨人アンタイオス（56）打倒の次第が引かれる．  
イ 5 「アイギナのフュラキダスに」．アイトリア（30）すなわちカリュドン
では，オイネウスの子孫（31）すなわちメレアグロス，テュデウス，そして
ディオメデスが栄誉を受けると語られるほか，テバイではヘラクレスの甥で
御者のイオラオス（32）が，アルゴスではアクシリオス王の孫ペルセウス（33）
が，スパルタではカストルとポリュデウケス（33）が崇敬を受ける一方，ア
イギナ（オイノナ；34）ではアイアコスの裔たち（35）が崇められると語ら
れる．  
イ 6 「アイギナのフュラキダスに」．アイギナの英雄アイアキダイのうち，
ヘラクレスの戦友テラモン（35）が引かれ，ヘラクレスがテラモンを前に，
アイアス（53）の誕生を祈念したことが語られる．  
イ 7 「テバイのストレプシアデスに」．テバイにとっての誉れとして，ピン
ダロスは 7 点を挙げる．1）カドモスの娘であるセメレから生まれたディオ
ニュソス（5）が生まれたこと．2）ヘラクレス（7）の誕生．3）予言者テイ
レシアス（8）．4）ヘラクレスの異父兄弟イフィクレスの子で，ヘラクレスの
御者を務めるイオラオス（9）．5）カドモスによって蒔かれた龍の歯から成
長した「スパルトイ」（10）．6）アルゴス王アドラストスによって率いられた
テバイ攻めの 7 将（10－11）．7）テバイに起源を有し，そこからスパルタに
赴いた後，アミュクライに植民したアイゲイダイ（15）．メレアグロス（32）
およびベッレロフォン（46）への言及も見られる．  
イ 8 「アイギナのクレアンドロスに」．テバイのニンフ・テバと，ニンフ・
アイギナとが双生の姉妹であることが語られる（19）．アイアキダイのうち，
アイアコス（25），アキレウス（53）の話が引かれる．  
 
8．英雄伝説の総括と神話圏  
 さて上に見たように，競技祭での優勝者の勝利を寿ぐことが主たる目的で
あるピンダロスの祝勝歌においては，ほとんどの場合，勝利者の家系を遡っ
てその出身地固有の英雄伝説に言及するというかたちで神話からの引用が
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行われていた．神話の概説書にあっては，概括的な枠組みとして「英雄伝説」
をいくつかの「神話圏」ないし「伝説圏」として設定することが行われるが，
これは神話理解の上で有効である．本稿では，白水社クセジュ文庫・ピエー
ル・グリマル著（高津春繁訳）『ギリシア神話』（グリマル 1991）および岩波
新書・高津春繁著『ギリシア神話』（高津 1965）を以下主に参照し，ギリシ
ア神話の基本文献として新潮社・呉茂一著『ギリシア神話』（呉 1979ab）を
参観するという方法を採ることにしたい．  
 まずクセジュ版では「主要な物語」として 6 つが挙げられ，それらは順に
1）アルゴナウタイの遠征，2）テバイ伝説圏，3）アトレウス家伝説圏，4）
ヘラクレス伝説圏，5）テセウス伝説圏，6）オデュッセウスの物語 となっ
ている．5）のテセウス伝説圏に関しては，「ヘラクレス物語のアテナイ版で
ある」（高津 1965：125）とされ，アテナイ固有の伝説圏と解される．ピンダ
ロスには，勝利者に関連してアテナイに話題がおよぶ頌歌も見られたが（ピ
7，イ 2），そこにはテセウス伝説への言及は見られなかった．ただ神話圏に
関する論述として，以下にはこの「テセウス伝説圏」をめぐる考察を含める
ことにする．  
 一方岩波新書版では，「英雄伝説」として第 3 章（「英雄伝説 Ⅰ」），第 4 章
（「英雄伝説Ⅱ」）の 2 つの章が当てられている．このうち第 3 章には計 6 譚，
すなわち「カリュドンの猪狩」「メラムプス一家の話」「アルゴナウテスたち
の遠征」「ペルセウス物語」「ヘラクレス物語」「テセウス物語」が，また第 4
章には計 2 譚，すなわち「テバイ物語」「トロイエ物語」が載っている．  
 以上 8 譚を先のクセジュ版の計 6 譚と比べてみると，8 譚のうちに入って
いなかったのは 3）アトレウス笳伝説圏である．もっともこれは名称のみの
問題であって，高津分類では「トロイエ物語」のうちに，いわゆるトロイア
戦争（本稿ではこれを「第 2 次トロイア戦役」とする）の関係事項がすべて
含まれている．本稿では以下，「トロイア物語」にはトロイア王家の物語を含
ませることにし，トロイア戦争に関わるテーマは，随時この「トロイア物語」
の中で考えることにする．したがって以下，本稿では英雄伝説圏の立て方と
して，  
1）「メレアグロス物語」（「カリュドンの猪狩」と内容的に等しい）  
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2）「メランプス物語」  
3）「アルゴ号遠征物語」  
4）「ペルセウス物語」  
5）「ヘラクレス物語」  
6）「テセウス物語」  
7）「テバイ物語」  
8）「トロイア物語」  
の 8 つを立てることにする．以下，神話圏相互の時間的先後関係をめぐる考
察を中心に進めたい．  
 
1）メレアグロス物語（カリュドンの猪狩）  
 『イリアス』9,527－599 にも引かれるこの物語は，ピンダロスの作品の中
では，『イストミア』第 7 歌 31 行以下にメレアグロスの名が挙がることで知
られる（「ディオドトスの子，ストレプシアダスよ，そなたは戦士メレアグロ
スに匹敵する．ヘクトルやアンフィアラオスにも匹敵する」）．カリュドンの
猪狩に参集したのは，メレアグロス，テュンダレオスの子カストルとポリュ
デウケス，イオルコスのイアソン，アテナイのテセウスと友ペイリトオス，
アイアコスの子ぺレウスとテラモン，ネストル，アタランテであった（呉
1979a：486－487）．  
 ペレウスが第 2 次トロイア戦役の英雄アキレウスの父である等の点から，
メレアグロスは，上掲した戦士リストに照らし，第 2 次トロイア戦役の 1 世
代前の人物であることが判る．いま，1 世代をおよそ 25 年としよう．一方こ
こに挙がるアンフィアラオスはテバイ攻めの世代であるから，エピゴノイ戦
役がテバイ攻めの 10 年後でかつ第 2 次トロイア戦役と同世代であるとすれ
ば（高津 1965：149），カリュドンの猪狩～テバイ攻め～エピゴノイ＝第 2 次
トロイア戦役 という等式が成り立つことになる（後に詳述する．～はおよ
そ 10 年前後で，これを 2 倍すると約 1 世代となる）．  
 なおオイネウスはアルタイアとの間に 5 人の子（トクセウス，クリュメノ
ス，メレアグロス，ゴルゲ，デイアネイラ）を儲けるが，ぺリボイアとの間
にはテュデウスを儲ける（呉 1979a：484）．デイアネイラはヘラクレスの妻
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である．  
  
2）予言者メランプスの物語  
 この物語も『オデュッセイア』15,225－242 に引かれており，古い起源の
ものである．ピンダロスでは 462 年に作詩された『ピュティア』第 4 歌にお
いて，この神話圏について詳しく述べられる．アイオロス（108）の子にクレ
テウス（142），サルモネウス（143），アタマスの 3 人があり，クレテウスの
子にアイソン（118），フェレス（126），アミュタオン（125）の 3 人があり，
アイソンの子がイアソン（12），フェレスの子がアドメトス（126），アミュタ
オンの子がメランプス（126）である．一方，サルモネウスの子がテュロ（136；
『オデュッセイア』11,235），テュロの子がペリアス（71）とネレウス，ネレ
ウスの子がネストルとペリクリュメノス（175）である．ネストルの子が，ピ
ンダロス『ピュティア』第 6 歌にも言及のあるアンティロコスである．また，
アタマスの子がフリクソス（160）である．フェレスの子のアドメトス（テッ
サリアのフェライの王）は，アルケスティスの夫である．  
 メランプスの父親がアミュタオンであるが，メランプスの孫オイクレスは
テバイ攻めに参加したアンフィアラオスの父であり，テバイ物語へと連繋す
る．メランプスの子はアンティパテスとマンティオス，オイクレスはアンテ
ィパテスの子である．マンティオスの子はポリュペイデスとクレイトス，ポ
リュペイデスの子はテオクリュメノスである．一方「アドメトスはカリュド
ンの猪狩とアルゴ号遠征隊に加わった」（高津 1960：21）とあり，アドメト
スはイアソンと従兄弟どうしでもある．またオイクレスがアンフィアラオス
の父であることから，メランプスの位置は，「テバイ攻め」からさらに 3 代
（25×3＝約 75 年）遡ったところに置かれるはずである．  
 
3）アルゴ遠征物語  
 この物語も『オデュッセイア』12,70-71 で既に前提とされており，第 2 次
トロイア戦役に先立つ時代の出来事であったことが判明する．ピンダロスに
よる祝勝歌の中では，やはり『ピュティア』第 4 歌にこの神話圏への言及が
ある．遠征隊一行は，隊長のイアソン以下，ヘラクレス，アスクレピオス，
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カライスとゼテス，それに前掲のメレアグロス，第 2 次トロイア戦役の英雄
アキレウスの父・ペレウスらから成っていた（呉 1979b：176－177）．したが
って第 2 次トロイア戦役の 1 世代前の出来事であることが明確であり，また
これに伴ってヘラクレスの置かれる時期も判明することになる．  
 
4）ペルセウス物語  
 ペルセウスはゼウスがダナエに産ませた子であるが，ダナエの父はアクリ
シオスであり，このアクリシオスとプロイトスは兄弟であった．このプロイ
トスはアルゴス・ティリュンスの王であったが，妻にアンテイア（ホメロス
での名；悲劇ではステネボイア）を迎えた．このアンテイアは，コリントス
王シシュフォスの子・（大）グラウコスと，メガラの王ニソスの娘エウリュノ
メとの間の子であり，コリントスの英雄ベッレロフォン（テス）に言い寄る
が拒まれる．プロイトスは妻の父であるリュキア王イオバテスのもとに，手
紙を持たせてベッレロフォンを遣わす．リュキア王はベッレロフォンにキマ
イラ退治などを命ずるが，ベッレロフォンは天馬ペガソスに乗ってこれを果
たし，リュキア王は彼を信任して娘フィロノエを与える．フィロノエとの間
には，第 2 次トロイア戦役に出征する（小）グラウコスの父・ヒッポロコス，
後にサルペドン（パトロクロスに倒される）の母となるラオダメイア，それ
にイサンドロスが生まれる．ベッレロフォンは後に狂気に陥る（『イリアス』
6,200 以下）．  
 このように，ペルセウス物語と接触するベッレロフォンの物語は，『イリ
アス』6,119－236 でもディオメデス（その祖父はオイネウス）とグラウコス
（リュキア勢；その祖父はベッレロフォン）の友好的交流として引かれる古
い物語である．ピンダロスの作中では，ベッレロフォンについて『オリュン
ピア』第 13 歌，『イストミア』第 7 歌に言及があった．ディオメデスはテュ
デウスの子，ディオメデスの妻デイピュレはアドラストスの娘であり，アド
ラストスはアルゴス王でテバイ攻めの総帥である．したがってベッレロフォ
ンは，第 2 次トロイア戦役よりも 2 世代遡ることになる．  
 
5）ヘラクレス物語  
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 ヘラクレスに関する言及は，ピンダロスの作中，枚挙にいとまがない．  
 アンフィトリュオンはペルセウスの孫にあたるが，従姉妹にあたるアルク
メネの父で自らの叔父エレクトリュオンを殺してしまったために，アルクメ
ネとその弟リキュムニオスを連れてテバイに逃れ，テバイの王クレオンによ
って罪を浄められる．アンフィトリュオンとアルクメネ二人の間には，アン
フィトリュオンの子イフィクレスと，ゼウスの子ヘラクレスが生まれる．ヘ
ラクレスはアルゴ号遠征に同行するほか，イフィクレスの子でヘラクレスに
は甥にあたるイオラオスがヘラクレスの御者として，ヘラクレス神話におい
て活躍する．このことはピンダロスの作中にも，『イストミア』第 1，第 5，
第 7 などで引かれている．ペルセウスとアンフィトリュオンの関係，またア
ルゴ号遠征へのヘラクレスの参加から，これら相互の年代関係が判明する． 
 いわゆる「ヘラクレスの 12 功業」として知られるものを以下に掲げてお
く．1）ネメアの獅子退治．2）レルネのヒュドラ退治．3）アウゲイアスの家
畜小屋の清掃．4）アマゾンの女王ヒッポリュテの帯の略奪．5）ゲリュオン
の牛を連れ帰ること．6）アルカディアのメナロス山（ケリュネイア山）中の
鹿の生け捕り．7）エリュマントス山の猪の生け捕り．8）クレタ島ミノス王
の牝牛の生け捕り．9）ディオメデスの人食い牝馬の生け捕り．10）ステュン
パロス湖畔の怪鳥の撲滅．11）へスぺリスの園の黄金のリンゴの強奪【途上
で巨人アンタイオスを倒す】．12）冥界からケルベロスを連れ帰ること．  
 
6）テセウス物語  
 テセウスに関しては，ピンダロスの 4 大祝勝歌のうちには言及が見出され
ないが，300 篇を超える「断片」のうちには数カ所にその名が認められる．
アテナイ神話圏からの引用としては，ピンダロスはもっぱらアテナイの伝説
的王エレクテウスの名を引いている（『ピュティア』第 7，『イストミア』第
2）．エレクテウスはテセウスの父アイゲウスにとっては祖父に当たる．『イ
リアス』では，アテナイ軍の大将はテセウスではなく，エレクテウスの孫か
とされるペテオスの子メネステウスである（『イリアス』2,552）．  
 
7）テバイ物語  
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 エウロペとその兄弟カドモス，ライオス，オイディプス，テバイ攻め，エ
ピゴノイなど豊かな伝承がこの神話圏には含まれ，またピンダロス自身がテ
バイの出身であるため，彼の作品中にも頻繁に引用が行われていた．テバイ
物語については，以下に再述する．  
 
8）トロイエ物語  
 すでに英雄ベッレロフォンに関しては述べたが，プリアモスの父ラオメド
ンは，ヘラクレスらが参加する第 1 次トロイア戦役の際のトロイア王である
一方，プリアモスは第 2 次トロイア戦役を受けて立ったトロイア王であるこ
とから，これら相互の年代先後関係が判明しよう．このトロイエ物語につい
ても，アトレウス家伝説との関連で，以下に再述することになろう．  
 
9．神話圏相互の先後関係について  
 さて，上掲した部分からすでに，  
メランプス─【約 65 年】  
 ─アルゴ号遠征＝カリュドンの猪狩─【約 15 年】  
  ─テバイ攻め─【10 年】  
   ─エピゴノイ＝第 2 次トロイア戦役  
となるはずである．もっとも，アルゴ号遠征総帥のイアソンはメランプスと
従兄弟である．したがって同世代であるはずであるが，メランプスがアルゴ
号遠征に参加したとはされていない（アポロニオス『アルゴナウティカ』121）．
もとより文献学者アポロニオスの考証には信が置けるはずである．また，第
2 次トロイア戦役の際，最初に船から飛び降りたプロテシラオス（テッサリ
アのピュラコスの孫）は，イフィクレスの子とされ，イフィクレスはヘラク
レスの異父兄弟であった．  
 これらをも加えつつ，上掲の諸物語圏に，第 1 次トロイア遠征，ペルセウ
スの物語，ベッレロフォンの物語，ヘラクレスの物語，そしてテバイ物語は
どのように繋ぎ得るだろうか．  
 まずベッレロフォン物語については，ベッレロフォンの孫・サルペドンは
第 2 次トロイア戦争にトロイア方の一員として参戦しているため（『イリア
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ス』2,876），ベッレロフォン物語はメランプス物語から 2 世代ほど下ったあ
たりに置かれ得よう．  
 次にヘラクレスはもとよりアルゴ号遠征隊員であるので，アルゴ号遠征物
語に等号で結びえよう．このことは，例えばペイリトオスは「アルゴ号遠征
やカリュドンの猪狩に加わったほか，テセウスの親友であったが，テセウス
と異なり，冥界からのヘラクレスの手による救出には与かり得なかった」（呉
1979b：63）とあり，これらが同時期の事件であったことを実証していよう．  
 また「ペルセウスとアンドロメダから生まれたアルカイオスの子アンフィ
トリュオンと，同じく二人の子エレクトリュオンの娘・アルクメネとの子が
ヘラクレスである（実は父親はゼウス）」（高津 1965：97）とあるので，ペル
セウスはヘラクレスよりもさらに 3 代遡ることになる．するとペルセウスの
物語がここまでの中では最も古くに起源を有することになるだろう．  
 そして第 1 次トロイア遠征は，トロイア王プリアモスの父ラオメドンに対
して起こされたものであり，「ラオメドンとその子供たちは，プリアモスを
除いてすべて殺された」（高津 1960：296）とあるので，第 2 次トロイア戦役
よりも 1 世代先んじ，ヘラクレスと同時期である．  
 最後にテバイ物語であるが，テバイ攻めとエピゴノイはすでに掲載してあ
るので，カドモスにまつわる世代について調べる必要がある．カドモスは，
テバイ攻めから遡ること，5 代前ということになる（カドモス－ポリュドロ
ス－ラブダコス－ライオス－オイディプス－エテオクレスとポリュネイケ
ス）．したがって，1 世代 25 年で計算すると 125 年前ということになる．  
 このほか，ピンダロスがアイギナ島との関連でしばしば言及する「アイア
キダイ」（アイアコスの裔）に関連して，アイアコスの場を求めておこう．ピ
ンダロスにとって，アイアキダイないしアイギナ島の誉れとは，アイアスも
しくはアキレウスに遡る．テラモンには，もう一人，トロイア王ラオメドン
（プリアモスの父）の娘であるヘシオネに産ませた射手テウクロスがあった．
またアキレウスの子ネオプトレモスもトロイア遠征に参加している．アイギ
ナ島は，アイアコス王が治めていたが，クレタ島のミノス王と戦争をしてい
たアテナイのケファロス王は，このアイアコス王の許に援軍を求めて訪ねた．
そこにアイギナ島の疫病による島民減少とミュルミドン勢による人口増加
75 
 
の物語が連なる．すでに記したように，トロイアのプリアモス王の父はラオ
メドン王であり，このラオメドンの代に，ヘラクレスとテラモンが連れ立っ
て第 1 次トロイア遠征をおこなっている．アイアコスはテラモンとペレウス
の父親であり，テラモンからは大アイアスが，ぺレウスからはアキレウスが
生まれる．アキレウスと大アイアスは第 2 次トロイア遠征に参加しているた
め，アイアコスまで遡るには 2 世代つまり約 50 年が必要であろう．すると，
われわれの表の中では，ほぼベッレロフォン物語と同時期に置かれるという
ことになる．  
 「アイアキダイ」との名称は『イリアス』でも頻用されるが，『イリアス』
第 6 巻 119 行以下で，ベッレロフォンの孫にあたるグラウコスと，オイネウ
スの孫にあたるディオメデスが，その祖父の代の相互の厚誼を語って盟友の
誓いを交わすことと，「アイアコスの裔」という表現が用いられる際に想定
されているものとは，ともに 2 代前となって共通する．  
 以上をまとめると，  
 
 1）カドモス─【約 35 年】  
  ─2）ペルセウス─【約 10 年】  
   ─3）メランプス─【約 40 年】  
    ─4）ベッレロフォン物語＝5）アイアコス─【約 25 年】  
     ─6）ヘラクレス＝7）アルゴ号遠征  
     ＝8）カリュドンの猪狩＝9）第 1 次トロイア戦役─【約 15 年】  
      ─10）テバイ攻め─【10 年】  
       ─11）エピゴノイ＝12）第 2 次トロイア戦役  
 
となるだろうか．もちろん細かい誤解は含まれるであろうが，単純に計算す
ると，カドモスから第 2 次トロイア戦役まで 135 年（約 5 世代あまり）とい
うことになろう．本稿では詳述することはしないが，オウィディウス『変身
物語』における物語の配列順は，ほぼ上表の順に一致していることに，改め
て注目しておきたい（カドモス第 3 巻；ペルセウス第 4 巻；イアソン第 7 巻；
カリュドンの猪狩とメレアグロス第 8 巻；ヘラクレス第 9 巻；ラオメドン第
76 
 
11 巻；アイアス第 12－13 巻）．  
 
10．神々への遡り  
 さて，テバイ王家はイナコスに遡るが，このイナコスの娘イオとゼウスの
間の子エパポスから 3 代後に当たるのがカドモスである．またペルセウスは
ゼウスとダナエとの間の子である．メランプスは先述のようにアミュタオン，
クレテウスを経てアイオロスに遡るが，このアイオロスはデウカリオンとピ
ュラの孫であり，デウカリオンはティタン族に属すプロメテウスに遡る．  
 ベッレロフォンはポセイドンの子と言われ，一方アイアコスはゼウスとア
イギナ（アソポス河神の娘）の子である．ヘラクレスは，ゼウスがアルクメ
ネとの間に儲けた子である．アルゴ号の遠征には，ヘラクレスを含む数多く
の英雄たちが参加したが，総帥イアソンは先述のようにアイオロスに遡り，
メランプスと同様，プロメテウスに遡ることになる．カリュドンの猪狩の主
人公メレアグロスはオイネウスの子であるから，ディオメデスの父テュデウ
スとは異母兄弟であるが，オイネウスから辿るとデウカリオンへと遡る．第
1 次トロイア戦役に関して，トロイア方の血統を考えることにすれば，ラオ
メドンから 5 代遡ればゼウスに到達する（ラオメドン－イロス－トロス－エ
リクトニオス－ダルダノス－ゼウス）．  
 テバイ攻めについては，エテオクレスとポリュネイケスから 5 代遡ればカ
ドモスに到達する（上述）．攻守各々７将の系譜については，7 将の内実に諸
説があって一致せず，たとえばアイスキュロス『テバイ攻めの 7 将』では，
エテオクロスの名がこの中に入っている．もっとも大方の説により，このエ
テオクロスをメキステウスと入れ替え（cf.『イリアス』2,565－566），攻める
側をポリュネイケス（上述），テュデウス，カパネウス，アンフィアラオス，
ヒッポメドン，パルテノパイオス，メキステウスとするならば，まずテュデ
ウスはオイネウスの子である（上述）．カパネウスがアレクトルの子とする
ならば（呉 1979b：373），さらにアナクサゴラス－メガペンテス－プロイト
ス－アバスへと遡り，アバスの系図はべロスを経てポセイドンへと辿れる．
アンフィアラオスの父はメランプスの孫オイクレスであるので，メランプス
を経てプロメテウスへと遡る．アドラストス，ヒッポメドン，メキステウス，  
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パルテノパイオスはビアスの裔であり（呉 1979b：375；cf.Hutchinson 1985：
118），ビアスはメランプスと兄弟であるため，ともにプロメテウスへと遡る．  
 一方テバイを守る側については，エテオクレス，メラニッポス，ポリュポ
ンテス，メガレウス，ヒュペルビオス，アクトル，ラステネスとすることが
できようが（アイスキュロス『テバイ攻めの 7 将』414－676），もとよりテ
バイ方であり，その各々について検討は不要であろう．ただこの中でメラニ
ッポスについては，テバイ攻め 7 将のうちのテュデウスを討ち倒したとされ
る（呉 1979a：495）．メラニッポスはテバイのアスタコスの子で，アスタコ
スはスパルトイたちの一人であったともされる（高津 1960：285）．もっとも
スパルトイは通常 5 人とされ，そこにはクトニオス，ウダイオス，ペロロス，
ヒュペレノル，エキオンが当てられるのがふつうであり（高津 1960：139；
呉 1979b：17），アスタコスの名はここには見当たらないため，おそらくアス
タコスは「スパルトイの末裔」とすべきなのであろう．ともかくスパルトイ
は，カドモスが播いた龍の牙（歯）から生まれた者たちであるとされ，この
龍とはアレスの泉を護っていたため（高津 1965：135），テバイの古くに遡る
貴族たちを受け継ぐスパルトイの血統は，アレスの裔と考えられたかもしれ
ない．なおピンダロス『ネメア祝勝歌』第 11 にはこのメラニッポスへの言
及が見られる．  
 さらにエピゴノイをめぐっては，先に挙げたテバイ攻めの 7 将の子息らが
再度のテバイ攻めに参じることになる．エピゴノイとしては，順にポリュネ
イケスの子テルサンドロス，テュデウスの子ディオメデス，カパネウスの子
ステネロス，アンフィアラオスの子アルクマイオン，ヒッポメドンの子ポリ
ュドロス（高津 1960：203），パルテノパイオスの子プロマコス，メキステウ
スの子エウリュアロスが挙げられる．テバイ攻めの際，快速の馬アレイオン
によって生き残ったアドラストス王の子アイギアレウスをここに加える伝
承もある．  
 こうして，テバイ攻めの 10 年後にエピゴノイの戦争が再燃するが，「エピ
ゴノイの中の多くの勇者たちはトロイア遠征隊のうちに見出されるため，2
つの戦争が同じ時代に行われたことになっている」（高津 1965：149）．そし
てその第 2 次トロイア遠征については，数多くの英雄たちがギリシア各地か
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ら参集したが，中でも名高いアキレウス，あるいは大アイアスは，上述のよ
うにアイアコスからゼウスへと遡る．またパトロクロスは，父がメノイティ
オス，祖母がアイギナであり，アイギナはアソポスに遡り，さらにおそらく
はポセイドンへと到達する（cf．呉 1979a：500）．なおオデュッセウスの物語
は，グリマルが別途掲げている圏であるが（グリマル 1991：74），オデュッ
セウスは母アンティクレイアからその父アウトリュコスへと遡り，アウトリ
ュコスはキオネを母，ヘルメス神を父とする．一伝ではオデュッセウスの父
はシシュフォスとされるが，シシュフォスの父は先述したアイオロスである． 
なおエピゴノイによる遠征の結果，テバイは占領され，住民は全く姿を消し
て，その後しばらくテバイの名はギリシア都市のリストから消えてしまう．
『イリアス』における軍船の目録（カタログ）には，ただ「下テバイ」とい
う名が載るのみであり（2,505），この下テバイとは，テバイ滅亡後に建設さ
れたものだとされる（グリマル 1991：86）．  
 このように，地域性を帯びつつも，どの英雄からも神々へと遡ることがで
きる．競技祭での勝利を目にする観客は，祝勝歌を耳にする聴衆と化すとき，
その場に与ることで自らもまた神々の血を受け継いでいることを自覚的に
確認し，神々に「与かる」場を体験することになるのである．  
 
11．ピンダロスからの神話の再整理  
 ピンダロスにあっても，基本的に「ギリシア神話」の概説書の類に総括さ
れた神話の総括法が有効である．別途散見された神話テーマについて，ここ
で再検討しておこう．  
 ペロプスについては，アトレウス家伝説圏の発端としての位置づけが与え
られる．アトレウス家伝説圏は，グリマルが特に一つの束ねとして機能させ
ていた神話圏であったが，ペロプスとヒッポダメイアの婚姻の物語に始まり，
ペロプスの子にアトレウスとテュエステスの二人が生まれることに端を発
する．アトレウスからはアガメムノンとメネラオスが，テュエステスからは
アイギストスが生まれることになる．オレステスはアガメムノンの子である．
ペロプスはタンタロスの子であり，タンタロスはゼウスが，クロノスあるい
はアトラスの娘であるプルトに産ませた子である（高津 1960：148）．年代計
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算の上では，第 2 次トロイア遠征の総帥アガメムノンとその兄弟メネラオス
がアトレウスの子であるから，ペロプスは本考察における表のうち「4）ベッ
レロフォン物語＝5）アイアコス」あたりと等しい時期に置かれよう．  
 またピンダロス自身がテバイの人であることも手伝って，ピンダロスの作
品中には，カドモスへの言及が頻繁に認められる（オ 2,23；2,78，ピ 3,88；
ピ 8,47；ピ 11,1，イ 1,11；イ 6,75 ほか）．また「カドメイオイ」との言及
がピ 9,83，ネ 1,51；ネ 4,21；ネ 8,51，「カドメイアイ」（女性複数形）がイ 4,57
ほかに認められる．  
 次にクレタ王ミノスの場合を考えてみよう．彼は，弟のラダマンテュスと
ともに，エウロペの子である．ミノス王は妃であるパシパエとの間に，カト
レウス，デウカリオン，グラウコス，アンドロゲオスの 4 人の男児を儲けた．
デウカリオンの子がイドメネウスで，トロイア戦役にクレタ勢の総帥として
出陣する（『イリアス』2,645）．一方カトレウスの娘がクリュメネとアエロペ
であり，アエロペがアルゴスのプレイステネスに嫁いでその間に生んだ息子
がアガメムノンとメネラオスである．イドメネウスからデウカリオンへと遡
ればミノスはイドメネウスの祖父になるが，アガメムノンらから母系を遡れ
ばミノスはアガメムノンらの曽祖父に当たる．いずれにせよ，ミノスも上掲
したペロプスらと同じく，「4）ベッレロフォン物語＝5）アイアコス」と等し
い時期に置かれよう．  
 ミノス王はメガラのニソス王に戦争を仕掛けたため，同時代人と考えられ
るが，このニソスの娘がスキュッラである．スキュッラはミノス王に恋する
わけであるが（オウィディウス『変身物語』第 8 巻），ニソスはアテナイ王
パンディオンの子とされる（高津 1960：181）．同じくパンディオンの子で，
ニソスと兄弟とされる人物に，やはりアテナイ王となるアイゲウスがいる
（呉 1979b：390）．このアイゲウスがアイトラとの間に儲けた子がテセウス
である．テセウスについては，ピンダロスにあっては言及に乏しく，断片に
しか登場しない（ピンダロスに現れる「アイゲイダイ」（ピ 5,75；イ 7,15）
は，カドモスに遡る「スパルトイ」の一人であり，意を異にする．Rumpel 1883：
15）．もっともテセウス物語はグリマルの分類では 6 つの神話圏の一つに挙
げられていた．なおアテナイの初代の王はケクロプス王であり，「伝説に残
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るもっとも古いアテナイの君主は，ケクロプス，エリクトニオス，エレクテ
ウス，パンディオンそしてアイゲウスの 5 人である」（呉 1979b：66；ピンダ
ロス『ピュティア』第 7 歌参照）とされる．  
 本稿での考察に基づき，アイゲウスがニソスとともに「4）ベッレロフォン
物語＝5）アイアコス」と等しい時期に置かれるとすれば，テセウスはその約
25 年後に置かれうる．するとテセウスは「6）ヘラクレス＝7）アルゴ号遠征
＝8）カリュドンの猪狩＝9）第 1 次トロイア戦役」とほぼ同じ時期に位置す
ることになり，テセウスがヘラクレスの同時代人として，「アルゴ号遠征に
加わり得た」とする伝承（アポロニオス『アルゴナウティカ』1,101）は実証
されよう．テセウス物語は「6）ヘラクレス＝7）アルゴ号遠征＝8）カリュド
ンの猪狩＝9）第 1 次トロイア戦役」と同時期に置かれることになる．以上
を補足するなら，  
 
 1）カドモス─【約 35 年】  
  ─2）ペルセウス─【約 10 年】  
   ─3）メランプス─【約 40 年】  
─4）ベッレロフォン物語＝5）アイアコス＝ペロプス＝ミノス王─【約 25 年】  
 ─6）ヘラクレス＝テセウス＝7）アルゴ号遠征＝8）カリュドンの猪狩  
  ＝9）第 1 次トロイア戦役─【約 15 年】  
  ─10）テバイ攻め─【10 年】  
   ─11）エピゴノイ＝12）第 2 次トロイア戦役  
 
ということになるだろうか．  
 本稿では先に，オウィディウスの『変身物語』が正確な神話の順序だてに
則って記述を行っているという点を指摘したが，もしこの文脈でもオウィデ
ィウスを踏まえることができるならば，確かに『変身物語』にあっては，す
でに挙げたいくつかの物語のほかに，「ニソスとスキュッラ」の物語は第 8 巻
に載り，テセウス関係も第 7 巻から第 8 巻に収められている．したがって本
稿での神話の時期の先後関係をめぐる考察には妥当性があると言えるので
はないだろうか．  
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 こうして，神話に与かる観客・聴衆は，ゼウスをはじめとするオリュンポ
スの神々の血統に「与かる」．競技勝利者に対する寿ぎを機に，そこに関わる
者たちもまた，神話の血統への交わりを得て，永遠なる世界に参与するので
ある．  
 
結．神話の場  
 本稿では『イザヤ書』第 6 章に見られる預言者の召命記事を手がかりに，
それがビザンティン典礼における「アナフォラ」から「聖体拝受」部分の枠
組みを構成していることを指摘した．これら旧約聖書およびキリスト教典礼
には，明確な形での「神性への与かり」を志向する意向が認められた．一方
古典古代文献のうち「祝勝歌」すなわち「勝利の歌」という表現が，先の『イ
ザヤ書』からの引用である「聖なるかな」に当てられていることを参照する
ことができた．するとピンダロスにあっても，競技祭に参集する観客を，祝
勝歌に耳傾ける聴衆とし，彼らが血筋の上で神々に遡ることを自覚させるこ
とで，「ともに勝利を寿ぐ」場を構築しえたと考えられるだろう．神話世界に
「ともに与かる」とき，古典古代期の人々は，予型的な次元において，やは
り「神々への与かり」を自覚していたと推測することは的外れではあるまい． 
 本稿ではピンダロスを基準にして諸神話圏の概括的考察を行ったが，「下
テバイ」に関連して触れたように，以上の考察は言うまでもなく，『イリア
ス』における「カタログ」，すなわち第 2 巻 494 行から 759 行に語られるギ
リシア方の戦士リスト，およびそれに続き同巻 816 行から 877 行に語られる
トロイア方の戦士リストの持つ意義にも当てはめて考えることができるだ
ろう．  
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